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チ ョツト*ひ とこと

米
を
食
べ
て
農
地
を
守
ろ
う

私は環境 問題 を論 じる時 、重要性 か ら言 って第一 に食糧 を生

産す る農地 ・漁場の保全 、第二 に生活環境、第三 に人 々にうる

おい を与 える美 しい野や 山の自然 、第四 に今の 日本で は望 む可

くもないが 自然保存 区をあげている。 しか し、第一 と第 四の二

つ は、多 くの人達 の関心外 にあるよ うに思 われる。

か って、 日本人 は米 を大事 に作 っていればなん とか自給 で き

る と教 え られた。江戸 時代 、 日本 の清 潔で、 リサ イクルに徹 し

た生活 は世 界一 を誇 れる ものであった.そ の一番 の主役 は尿尿

の田畑へ の還元 であった。敗戦時、占領軍がハ ニーカー トとか らか ってい た肥 え桶車

が それ までの 日本の暮 しを支 えていたのである。政 ・官 ・財の儲 け口の一つ に下水 道

がある。町村、農村では今の水 洗以外の方法 を求めるべ きなの に、 日本の9割 を水洗

化するという。まさに儲 けの追求だけである。私の実践経験か らすればヤカンの水 ち ょっ

とで間 に合 う。 しか しそ うい う生活の仕方 ・技術 を研 究す る人 は稀で ある。

戦中、戦後の ひどい時、二合三勺の配給 米で ひも じい思い を して いたのに、今 は…

合 ちょっとの米 しか食わず、それでいて米の自由化反対と叫ぶ人もいる。米や農家が心配なら

御飯を沢山食べることだ,,パ ンを食うのを止め飯を食えば問題は一挙に解決である。それなら

アメリカも文句が言えない。減塩などという世迷い言に惑わされず、塩鮭や漬物で御飯 をいっ

ぱい食べるのが 日本の生きる道である。野生の草食動物やお馬さんが塩を求めるのに、肉食動

物はそんなことはないのは食べ物の中のカリとナ トリウム含有量に由来する。人間だって菜食

と肉食の人がいるのに一律何グラム以下 というのはおか しな話である。減塩についてはいずれ

別の説がでるにきまっている。

我が国では住宅 ・工場や公共 ・補助事業で田畑を不可逆的につぶ して、とどまることを知 ら

ない。農地委員会 は農地つぶ しを追認す る機 関 となった。食料 自給率 が何十%を 割 っ

た とい うが 、それは農地が それだけに減 って しまい、 もとに戻 しようがない とい うこ

とで ある。土地 さえあれば、人々はお腹が空 けば イモで もカボチ ャで もつ くる。戦災

で焼 けた東京 では皆 そ うした。 しか し、今後 食料 に不足 して も、土 地はア スファル ト

や コンクリで固め られ、空 き家を こわ して も、頑 強な土 台 と砂利 が残 るだけであ る。

物 の価値 と使用価値 は変 化す る ものである。 ようや く、 これ までの戦後の暮 しの反省

が始 まったが、私 には時既 に遅 しと しか思 えない。か くなる上 は、 まず、個人 レベ ル

で先 の ことを考えた手 を打 っておいた方がいい。サバ イバルは 日頃 自然 に親 しみ 、自

然 を大事 にする生活 と関わっている。

チ ョッ トひ とことが小言 になって しまった。 ごめん なさい。

(理事 ・余市町在住)

石 ℃

田 だ

昭 募

夫 お
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イ ン タ ビ ュ ー

野 谷 悦 子 さんに聞 く
略歴:1958年 深川市生 まれ 、東邦大 学薬学部修士課程 を終 え出版 社 に入

社 、退社 して西表島 の東海大 学海洋研 究所で研 修、199!年 道新 オ

ン トナ入社 、1992年 か ら編 集長

《オン トナに入社 した動機 を教 えて くだ さい》

■東京の出版社 で働いた後、 ダイビ ングが好

きで東海大学 海洋研 究所の研 修生 にな りまし

た。 しか し、家族の事 情な どもあ って深川 に

戻 った ところ、オ ン トナの社 員募集があ った

ので、 また出版 の仕事 が した くて応募 しまし

た。

《オ ン トナ とい うの はどんな新聞 です か》

■ 地域 、生活情報 、女性 を3本 柱 に した女性

向け メデ ィア(フ リーペーパー)で す。 レス

トラン、旅、 イベ ン ト、生 活情 報 などを中心

に、読んで行動 するための情報 を提供 します。

また仕事 、育 児な ど、女性 支援:のための情報

提 供 も大 きな 目的です。

《自然 との係 わ りを教 えて くだ さい》

■ 沖縄 ・西表島で暮 らしたことが、大 きなきっ

かけです 。 もともとダイビングが好 きで した

が 、沖縄 で暮 らし、 自分達 の住 む所 を知 り、

誇 りを持 ち、 自然 や生 き物 とふれあ うことの

大切 さを実感 しました。沖縄 の人は、お金 に

は換 えるこ とので きない大切 な もの、一種の

精神世 界ですが 、それを したたかに守ってい

ます 。

《北海道 には、それが期待 で きますか》

■沖縄 と北海道 はある意味 でいろいろの点で

似 ています。北海道 か ら、 日本 のこれか らの

生 き方 を左右す る斬新 な価値 ・考 え方 を発信

できると思います。

その ため には北海

道の自然 について、

新聞で読む以上 に詳 しい ことを知 りたい と思

い、自然保護協会 に入会 しま した。

《女性 に対 し、 どの よ うに 自然保護 を訴 えた

らよいで しょうか》

■女性のほ うが 自然保護 に対す る関心が高 い

とお もい ます。 しか し、意見 を声や形 にす る

機会がない。 と くにリー ダー になるような人

が北海道 には少ない。女性 の声 を表 に出す た

めの支援 がで きれば と考 えてい ます。

《北海道の中で はどこが好 きです か》

■知床です。流氷 ダイビング もしま した。 え

りもも好 きです。ゼニ ガタアザ ラシを守 るた

め に活動 している シール クラブとい うのがあ

りますが、漁 師の人 も入って一緒 に考 えてい

るのは大変 良い と思 い ます。そ こに住 んでい

る人の ことを考 えない 自然保護 は うま くいか

ない と思い ます 。

今住 んでいる銭函 も好 きです。漁師 さん と

知 り合 いになって、魚 を分 けて もらった り、

網か ら魚 をはず した り。銭函 にいる と、北海

道の良 さ、海 のす ば らしさを実感 で きます。

《お忙 しい ところ、あ りが とうございま した。

イ ンタ ビュアーは編集委員の 畠山 と福地 で し

た》
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ダ ム と 魚
稗 田 一 俊

ダムにはあってもなくても良いような目的

のよく解 らない高 さ数メートルの落差工から、

灌概用取水堰、また、高 さ十メー トル以上の

砂防ダム、そして、発電や生活 ・工業用水や

洪水調整のダムなど、実に様々な種類がある。

こうしたダムは川を分断するばか りか、取水

により下流では流量の減少が起こり、河川生

態系への影響が大きい。そこで、魚から見た

ダムの影響をい くつか取 り上げてみた。

ダムか ら下の流域は取水 されているため、

河川の流量が減少するだけでなく、増水が押

さえられる。増水は本来、川底の石を動かし、

川底の石についた苔や水生昆虫の巣 などを取

り除き、石の隙間にたまった細かい砂礫や泥

を洗い流 し通水性を回復 させ、きれいな玉石

に置き変える自浄蘇生の作用がある。これは

川底や石の間に卵 を産み落とす魚の繁殖に重

要な意味を持つ。多 くの場合、川底や石の隙

間を通 り抜ける水の流れが彼らの次世代の小

さな命を育てているからだ。従って、水量が

少なければ、生活や産卵の区域が狭められる

ばか りでなく、産卵に適 した通水性の良い川

底が失われることになる。

また、ダムか らの放水は暖められた水が流

されたり、反対に深層の低水温の水が流され

ることもあ り、水温変化が人為的に操作され

る。また貯留 された泥水が流 されることもあ

り、いずれの場合 も、魚の生活や卵の成長へ

の影響が大 きいものと思われる。そ して、魚

たちは川を上 った り、下った り実に多様に河

川内で生活 していることからも、生活域を完

全に分断 している。魚の生活と繁殖の面で極

めて深刻な影響があるのだ。

また、ダムの上流側はどうだろうか。

ダム湖に注 ぐかつての深い渓谷は、流入部

に土砂が堆積 し、ちょうど、海にそそぎ込む

川口のように変わる。深い渓谷に一転 して川

の下流 と同じ環境が出現することになる。

ここで、ちょっと困った問題が発生 してい

る。それは、生息地を追われたアオサギが彼

らが暮 らしていた川口と同じ環境に目をつけ、

ダムへ移住 していることである。

ダムの上流部はサクラマスやアメマス、オ

ショロコマなどの産卵場でもあ り、生まれた

稚魚や幼魚が成長する場所で もある。本来い

ようはずもないアオサギの出現に、果たして

彼らは身を守るすべがあるのだろうか。幼い

魚たちが浅い岸辺で眠る夜、アオサギは谷間

深 く入 り込み、フィッシュハ ンティングにい

そしんでいる。また、こうした場所は魚 を捕

食するシマフクロウの生活の場でもある。生

息地を追われているシマフクロウにとっても

極めて深刻な事態 と思われるのだ。

ダム建設はそれ自体が自然環境 を大規模に

破壊する暴挙である。にもかかわらず、それ

を安直に容認 して しまう知識とはいったい何

なのか。また、一面的な解釈がまか り通るこ

の社会はいったいなんなのだろうか。ここを

問い正さない限 り、自然環境を破壊する現代

社会の歪みは直らないのではないだろうか。

(理事 ・八雲町在住)
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記 事

自然観察指導 員講習会 に参加 して
後 藤 言 行

鏡 に空 を映 しなが ら、森 の中 を歩 く!

目に染み透る若葉の色、梢 に躍 る陽光 、か

そけ き葉ずれの音。みんな馴染みの ものであっ

たはず なの に、下か ら見上 げ る時 とは全 く別

の世 界が、そ こにはあ りま した。

初めて参加 した講習会の三日間は、カルチャー

シ ョックとも呼べるほ どの、刺激 に満 ちた も

ので した。

一度は参加 しなければ…… と
、ず っ と思 い

続 けていたのです。で も、北海道で開催 され

るの は、いつ も夏休みの期 間であ り、何 か と

多忙 な期 間で もあ るのです。

6月13〕 、初夏の帯 広 ・緑 ケ丘公園 には、

57名 の受講生 と8名 の講師、数名の事務局や

ボ ランテ ィアの方 々が集 ま りま した。最年少

は高校生の受講生。最高齢の方 は、恐 らく講

師の八木健三先生。

講習会の内容 は、か な りハー ドな もので し

た。紹介 しま しょう。

91日 目:午 後1時 に開講式。す ぐに"野 外

実技指導"。3班 に分かれて、"森"を テー

マ に自然の しくみ を観察。夕食後 は3名 の

講師 による自然保護 に関する講義が3時 間。

終了が10時 で、す ぐ就床。
一2日 目

:朝 食前 に"早 朝観察会"。 い くつ

かのテーマ に添 って公園内 を探険。午前 中

3時 間、午後3時 間の"野 外実技指導"の

あ と、息 もつかせず2時 間半の講義。 この

日の夕食は焼肉バ イキ ングで地元の方 と交

流 。

ウ3日 目:午 前中 に、 この講習会の総仕上 げ

とも言 うべ き"自 然観察指導実習"が ある

ので、早朝 か らそのテーマ捜 しとカ リキュ

ラム作 り。朝食後、11班 に分かれて 、全員

が"指 導員"と なって悪戦苦 闘。 その後 、

必要書類 などを仕上げて、昼食後に閉講式。

今 回、頼 も しく感 じた こ とは、学生 さんな

ど若 い人の参加が多か ったこ とです 。"自 然

保護i"と い えば、"リ タイア後 の社会奉仕"

的 なイメー ジで とらえる人 も多 いの ですが 、

若 い人た ちは、 しなやか な感性で しっか りと

自然保護 を考えて くれて いる と感 じました。

講師の方たちの情熱 に も打 たれ ました。嬰

礫 としてハ ンマー をふ るう、フ ィール ドで の

八木先生の姿は、普段 、千歳川放水路 や士幌

高原道路問題な どでマ スコ ミで お 目にかか る

の とはまた別な姿の発見で感激で した。2日

間の早朝観察会の折 に、"特 別改造車"で た

てて くれた コー ヒーか らは、 自然保護 を共 に

進 める仲間 を大切 に したい とい う、熱 いメ ッ

セージが入 ってい ま した。おい しかったです。

私 自身が関係 してい る環境教育や 自然保護

運動 の中で、持 ってい た疑問や悩み の解決 の

糸 口 も、実技指導や講義の 中で見つ けるこ と

がで きました。

実 りの多かった この3日 間の成果 を、これ

か らの地域の観察会や 自然保護運動 の中で生

か してゆ きたい と思い ます。

(小樽市在住)
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蜘 ≒ウの鰍 森が消える(厚 別鉄課嬰守諜

JR厚 別駅から江別寄 り約500メ ー トルのところの線路両側に ドイツ トウヒ、カラマツなど

の鉄道林がある。昨年6月 の新聞報道で初めて開発予定を知 り、11月 に 「きょうにも開発申請」

と再び報道された。地元住民有志 とともに市環境保全協議会に保存要望を出 したが、JR不 動

産が開発本申請 とのことであった。そこで 「厚別鉄道林を守る会」を結成 し、3月11日 市議i会

全会派を訪ね請願書を提出したが、3月21日 の環境消防委員会で請願は不採択 とされた。以上

が経過の一端である。

この鉄道林は市内には殆んど残っていない貴重なもので、伐採は大気 ・緑地環境の悪化を招

く。また、コガラ、ヤマガラ、キ レンジャクなど30種以上の野鳥が棲息 し、季節には渡 り鳥の

中継地とな り、特 に春のカッコウの鳴 き声が素晴 らしい。野鳥や動植物 と共生 し、潤いのある

生活のためにも伐採すべきではない。JRの 「付近が住宅化 され必要性がな くなった」 との開

発理由、市当局の 「針葉樹主体の人工林で環境保全上必要な森 と認識 していない」との説明に

は環境を守るという積極的な姿勢が全 く感 じられない。これでは 「森 を伐 り、木を植えて緑を

守る」 ということになる。私たちの運動は小さく力 もないが、鉄道林の保存は私たちの

生活のためであり、次の世代 に少 しでも良い環境を残すことが義務だと思うのである。

探鳥会を中心に浦幌の自然を知る 久保 清司
(浦幌野鳥倶楽部)

自然に恵まれた浦幌に住んでいながら、身近な自然 と触れ合うきっかけ

がつかめないという人が意外 に多いと思います。1990年浦幌高校公開講座 ・

北 鐸
各地の

生涯学習教養セミナーの受講者が集まりサークルを作 りました。浦幌野鳥倶楽部 という名前で

すが、四季折々の浦幌の自然を楽 しむ会です。会を結成(1990年5月)し て以来、毎月開催 し

ている観察会は、探鳥会を中心 として、原生花園の花 を見る会、浦幌川の源流域を探策する会、

カタクリを探す会、アザラシを見る会、動物の足跡 ウォッチング、紅葉 ウォッチング等々、季

節に合せなが ら変化に富んだ自然を楽 しんでいます。

浦幌町は、十勝支庁管内の最東端に位置 し、浦幌川が広大な森林(約5万5千 ヘクタール)

と源流域から河口まで、約100kmに も及び町内を流れています。この流域 は概ね平坦な農耕地

(約1万1千 ヘクタール)と なってお ります。又、浦幌川の下流域は十勝川 と隣接 してお り、

同地区は現在は農耕地となっていますが、戦後開拓の鍬が入るまでは一大湿原地帯で した。そ

璽轡 地弊 熱;奮 かった旧河川跡の湖沼群やその周辺部が原野状態で残されており・海
羅砂粥鞄 も麟、発敬:i罫誓1:熟れられる事なく残されています。 これからの場所は、 これまで景勝/
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毎道

見晴山(名 寄市)の 採石問題 大餓 和広
(理 事)

保安林や鳥獣保護区などの保護の網がかかっていな くても、大切な場所(自 然)が あ ります。そんな

自然は私たちのごく身近にあって、多 くの人が1貫れ親 しんでいながら、ある日突然に誰 も気がつかずに、

そしていとも簡単に壊 されてしまうことが多いのです。名寄市の見晴山(418m)が このような危機にあ

るのかもしれません。見晴山は名寄市街から紋別に向って走ると道路からも良 く見えるガケ山で、山菜

採 りやハイキングで市民がよく利用しているようです。見晴山の岩壁はフリークライ ミング(自 分の手

と足だけで登墓すること)の ゲレンデとして、道内各地はもとより道外からも人が訪れる有名な処で、

まだ完登 されていない岩壁や国内でも最難度のルー トもあるといいます。

1997年1月26日 の地元紙 「名寄新聞」によると、名寄営林署は見晴山の良質な安山岩を採石 し、進行

中の国道のバイパス工事や、これから予定される北海道縦貫道の工事に使用を検討 したいらしい。名寄

周辺では路盤の基礎材に使えるような硬 く良質な石材が採石出来るのはここだけだという。 見晴山は保

安林などの網がかかっていないので簡単にできるか らというようなニュアンスも書かれていた。営林署

は検討にあたっては環境アセスメン トを行いたいとしているが、このアセスには公表や縦覧の義務はな

く、単なる内部資料にとどまるようである。ということは、何 をどんなふうに検討 して何をするのかが、

市民のいないところで決定 されることもあるということだ。営林署では2月18日 に説明会 を行 ったよう

ですが。

この件には色々な問題が含まれていると思いますが、公共事業という名目だけで市民のシンボル

的な存在である自然を消滅 させていいものだろうか。すでに反対の活動が有志に

よってなされていますが、事の経過を見守っていきたいと考えます。

ニ ユース

＼ 地や観光地 として注 目された り
、一般に知 られる探鳥地ではありません。どこにで

もある開発から取 り残 されたごくわずかな自然がある場所なのです。そのため私達 も、これら

の自然環境が貴重なものであることに最近まで気がつかず、何の保護対策 も取 られてこなかっ

たのです。最近、特別天然記念物のタンチ ョウの営巣地や天然記念物のガン類の中継地が新た

な開発(河 川改修や農地整備等)に よって消滅の危機 にさらされた り、林業の不振によって森

林が荒された りしています。各関係機関に対 して、これまで会が観察 した記録 をもとに、これ

以上 自然 を破壊 しないよう要請を行なった り、開発を行なう際に開発手法について意見を聞い

てもらう等、ささやかな取組も行なってお ります。いつまで も自然豊かな浦幌町であってほし

いと願いながら活動を続けてお ります。
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1997年 度 通 常 総 会 要録

日 時

場 所

俵会長挨拶

1997年5年31日13時 半～15時

道民活動センター

(札幌市中央区北2西7)

この一年の北海道の自然保護の動きを振 り返っ

てみると、世の中の大 きな流れのなかで激動 して

いるのを感 じます。

ひところ盛んだった リゾー ト・ゴルフ場の開発

は、バブル経済崩壊の後遺症でなりをひそめてい

ますが、そんななかニセコ ・羊蹄 ・洞爺地区が、

昔の夢を追ってリゾー ト法の承認をめざしていま

す。

しかし、もっとも注 目すべ きは、公共事業の在

り方が問われるなか、千歳川放水路計画や士幌高

原道路計画に 「見直し」の気運がでてきたことで

す。また北海道は国有林王国だったのですが、そ

の赤字経営が深刻なので国有林の在 り方の抜本的

な見直 しが進行中で、それに連動 して、大規模林

道がムダな公共事業として批判されています。

いっぽう北海道は環境基本条例が制定 され、国

では環境アセスメン ト法の成立に向けたッメが行

われ、北海道の環境アセスメント条例 も見直し作

業が進んでいます。

そうしたなか自然保護運動の成果として、夕張

岳のスキー場開発が断念 された後、天然記念物の

指定が実現し、また江別の鉄道防雪林を伐採 して

JRが スーパーマーケットとする計画を、自然保

護団体と市民の声でやめさせることができました。

先にふれた千歳川放水路計画と士幌高原道路計

画の見直 しは、一年前には予想出来なかったこと

ですが、私たち北海道自然保護協 会が、長年にわ

たって最重点課題として とりくみ、正論を主張 し

てきたことが世の中に受け入れられ、私たちの望

む方向に傾いて きたのを感 じています。どちらの

計画 も、これまで推進 してきた役所のメンッがあ

りますから、まだ紆余曲折があるかとは思います

が、北海道自然保護協会が果たすべ き役割はます

ます増大 してきてい ます。今日の総会終了後 に

「千歳川放水路と士幌高原道路問題の最先端」 と

いう講演会も予定しているので、またその時に皆

さまと意見交換 したいと思います。

第1号 議案 「1996年度事業報告及び収支決算」

〈事業報告の概要〉

[広報事業](1)会 誌 『北海道の自然』第35号 の発

行(2)会報 「NC」95～98号 の発行

[普及事業](1)自 然観察会の開催(6回)(2)自 然

保護講座 「北海道の野生動物を知る」の開催(3)夏

休み自然観察記録 コンクールの実施(4)勉強会の実

施(1回)

[普及啓発事業](1)自 然保護講演会の開催(4回)

(2)自然保護読本 『野付 ・風蓮 ・春国岱の自然』の

発行及び学校 ・公共図書館への贈呈

[調査研究事業](1)国 の環境影響評価法案及び道

環境影響評価条例改正、情報公開制度などへの提

言(2)国有林経営への提言

[自然保護運動](1)士 幌高原道路計画について、

計画の抜本的見直 しを求める要望や署名活動、集

会の開催等(2>千歳川放水路計画にっいて 「環境フォー

ラム」や集会の開催(3)自然環境110番 の実施

[特別事業]な し

〈監査報告〉

大西監事から会計処理、事業などが適正に行わ

れているむね報告された。

質 疑

〈丸谷会員〉

①士幌高原道路計画の環境アセスを、北海道開発

コンサルタン トの委託を受けて実施 したか。②ナ

キウサギは道内各地に生息 してお り、生息数 も分

かっていないのに、士幌高原道路ができたら絶滅

するかのように言いふ らされている。 トンネルが
一つできたからといって、ナキウサギが絶滅する

とは思わない。③北海道が実施 した 「電気探査法」

では、 トンネルは風穴に影響ないと出ている。疑

問があるなら、もっと詳 しい調査をするよう北海

道に要請すべきではないか。

〈俵会長〉

① 自然環境基礎調査の一部を実施 した。②道路が

造られたらナキウサギが絶滅する旨の発言をした

ことは無い。 しか し道路計画地一帯は、低標高な

が ら道内最大規模のナキウサギ生息地であり、そ

ういう重要な所に道路を通す ことを認めるわけに

はいかない。被害の影響調査は、事業執行者が明
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らかにすべきだ。③北海道は道路を造るために調

査を行っているのであ り、道路を造るなと言って

いる協会が、造るための調査を北海道に要請する

ことはあ り得ない。

〈佐藤副会長〉

「電気探査法」は氷があるか無いか程度 しか調

べない。風穴には、氷が無い場合 も融けている場

合 もあり、その方法による調査で影響が無いと言

うことは全 くで きない。ましてや風穴における地

上の生物への影響は、この方法では何 もチェック

できない。

〈高畑会員>1
.士幌高

原道路問題について、

建設側に立つ丸谷さんと、建設

反対を主張する協会が意見を言

い合ったら、時間が足 りない。

別の機会にこの問題だけの討論

会でも開いたらどうか。

〈丸谷会員〉

第三者による円卓会議が用意

されたら、出席するか。

〈俵会長〉

出席する。主張 したいことは

た くさんある。

◆第1号 議案承認

第2号 議案 「1997年度事業計画

及び収支予算」

〈事業計画の概要〉

[広報事業](1)会 誌 『北海道の

自然』第36号 の発行(2)会報 「N

C」 を年5～6回 発行(3>会員の

拡大[普 及事業](1)自 然観察会

の開催(地 方開催を含む)(2)自

然保護講 座の開催(3)夏休み自然

観察記録コンクールの実施(4>自

然観察指導員講習会の開催(5)自

然保護講演会の開催(6)勉強会の

開催(7)ネイチャー学校の開催

[調査研究事業](1)森林 ・河川 ・

海岸に関する調査 ・研究 ・提言

(2)身近な自然に関する調査 ・研

究(3)その他

[自然保護運動](1)士 幌高原道

路問題(2)千歳川放水路問題(3)野生生物の保護(4)そ

の他

[特別事業]現 在予定なし

質 疑

〈中本会員〉

自分は造園業 を営んでいるが、営林署の払い下

げ方法に疑問がある。

〈俵会長〉

協会が取 り組むべ き性質のものかどうか、検討

する。

決 算 報 告(1996年4月1日 か ら1997年3月31日 まで)

一 般 会 計
(円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(基本財産運用収入) (12,502) (管理費) (5,559,446)
基本財産利息収入 12,502 賃 金 2,879,380

(会費収入) (7,190,291) 諸謝金 10,000

個人会費収入 3,815,600 退職金 0

団体会費収入 3,374,691 福利厚生費 224,554

(一般事業収入) (204,874) 会議費 27,029
一般事業収入 204,874 旅費交通費 564,700

(補助金収入) (1,000,000) 通信運搬費 297,802

地方公共団体補助金収入 1,000,000 消耗品費 247,116

(助成金収入) (1,200,000) 印刷製本費 131,731

民間助成金収入 1,200,000 燃料費 36,985

(寄付金収入) (488,850) 光熱水料費 110,170

寄付金収入 488,850 賃借料 860,962

(雑収 入) (445,622) 諸会費 94,500

受取利息 5,682 図書資料費 46,660

雑収入 439,940 支払手数料 7,566

(繰 入金収 入) (11,880) 雑 費 20,291

繰入金収入 11,880 (・一般事業 費) (4,472,623)
(積立預金取崩収入) (0) 広報事業費 1,984,372

退職給与積立預金取崩収入 0 普及事業費 286,582

(前期繰越収支差額) (2,992,694) 普及啓発事業費 2,201,669

(調査研究等事業費) (311,006)

(積立預金支出) (150,000)

退職給与積立預金支出 150,000

(繰入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予備費) (0)

支 出 合 計(B) 10,493,075

収 入 合 計(A) 13,546,713 次期繰越収支差額(C)

(C)=(A>一(B)
3,053,638

2.特 別 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(受託等事業収入) (263,480) (受託等事業費) (201,554)
受託事業収入 0 受託事業費 0

読本普及事業収入 263,480 読本普及事業費 97,800

(雑収入) (165) 雑 費 103,754

受取利息 165 (繰入金支出) (11,880)
雑収入 0 繰入金支出 11,880

(繰入金収入) (0)
繰入金収入 0

(前期繰越収支差額) (353,261)

支 出 合 計(B) 213,434

収 入 合 計(A) 616,906 次期繰越収支差額(C)

(C)=(A)一(B)
403,472
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〈丸谷会員〉

高山植物の盗掘防止のため、士幌町では専門の

監視員を配置 して成果をあげているが、協会は盗

掘防止のためにどのような活動をしているか。

〈俵会長〉

盗掘の防止について、それぞれの地域の監視は、

土地所有者や地方自治体が一義的に責任を持つべ

きものと考える。協会は自然観察会や自然講演会

などを通 じて、一般への啓蒙を行っている。

◆第2号 議案承認

第3号 議案 「その他」

千歳川放水路問題について、

俵会長から 「千歳川放水路計画

を白紙撤回し他の方法による治

水対策を求める決議」の提案が

あった。

質 疑

〈丸谷会員〉

「はじめに放水路ありき」 と

いう文言は間違っている。最初

は江別から石狩にかけてもう1

本水路を掘る計画があった。

〈俵会長〉

そういう計画があったことは

知らなかったが、我々一般道民

の前には唐突に放水路計画が発

表されたのだか ら、「はじめに

放水路あ りき」で何ら問題はな

いo

〈川瀬会員〉

主旨には賛成だが、長良川河

口堰や諌早湾干拓など、自然を

破壊する事業が次々と実施され

ているので、歯止めの意味をこ

めて 「放水路によらない総合的

な治水対策を」のところを 「放

水路によらない自然を破壊 しな

い総合的な治水対策」にした方

カミよいと、思うo

〈西島会員〉

堤防を造っても、更に言えば、

草を刈っても自然破壊 になるの

で、「自然を破壊 しない」 を挿

入するのは適当ではないと思う。自分はそこでは

なく 「自然環境や漁業に与える悪影響」のところ

を 「自然環境や農 ・漁業に与える悪影響」に修正

することを提案する。

◆決議案文中の 「自然環境や漁業に与える悪影響」

を 「自然環境や農 ・漁業に与える悪影響」に修正

した上で、総会決議 とすることを承認。

予 算 計 画(1997年4月1日 か ら1998年3月31日 まで)

1.一 般 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本財産運用収入) (7,000) (管理 費) (6,052,000)
基本財産利息収入 7,000 賃 金 3,061,000

(会 費収 入) (6,750,000) 諸謝金 50,000

個人会費収入 3,480,000 退職金 0
団体会費収入 3,270,000 福利厚生費 73,000

(一般事業収入) (150,000) 会議費 50,000
一般事業収入 150,000 旅費交通費 700,000

(補助金収入) (0) 通信運搬費 400,000

地方公共団体補助金収入 0 消耗品費 300,000

(助成金収入) (0) 印刷製本費 150,000

民間助成金収入 0 燃料費 50,000

(寄付金収入) (100,000) 光熱水料費 120,000

寄付金収入 100,000 賃借料 900,000

(雑収入) (210,000) 諸会費 96,000

受取利息 10,000 図書資料費 70,000

雑収入 200,000 支払手数料 10,000

(繰入金収入) (100,000) 雑 費 22,000

繰入金収入 100,000 (一般事業費) (2,600,000)
(積立預金取崩収入) (0) 広報事業費 2,370,000

退職給与積立預金取崩収入 0 普及事業費 230,000

普及啓発事業費 0

(調査研究等事業費) (400,000)
(積立預金支出) (170,000)

退職給与積立預金支出 170,000

(繰入金支出) (100,000)

繰入金支出 100,000

(予備費) (1,048,638)

当 期 収 入 合 計 7,317,000

前 期 繰 越 収 支 差 額 3,053,638 当 期 支 出 合 計 10,370,638

収 入 合 計 10,370,638

2.特 別 会 計 (円)

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(受託等事業収入)

受託事業収入

読本普及事業収入

(雑収入)

受取利息

雑収入

(繰入金収入)

繰入金収入

(150,000)
0

150,000

(100)

100

0

(100,000)

100,000

(受託等事業費)

受託事業費

読本普及事業費
雑 費

(繰入金支出)

繰入金支出

(予備費)

(130,000)

0

0
130,000

(100,000)
100,000

(423,572)

当 期 収 入 合 計 250,100

前 期 繰 越 収 支 差 額 403,472 当 期 支 出 合 計 653,572

収 入 合 計 653,572

一10一



1997年3月

3日

9日

13日

16日

17日

18日

29日

31日

活 動,

会誌編集会議、NC編 集会議

道 自然保護連合常務理事会'

NC編 集作業

環境フォーラム 「とりかえそう北海 ・・

道の川 ス トップ ・ザ放水路&ム ダ

なダム」会場 札幌市民会館

参加者約1,600名

会誌編集作業

読本編集作業

理事会

年度末決算

1997年4月

18日

24日

24日

拡大常務理事会

第3回 「ナキウサギ裁判」

「士幌高原道路問題」三者連絡協議

会

1997年5月

7日

12日

25日

日

日

Q
U

湘
⊥

り
乙

0
0

総会案内発送

臨時常務理事会

千歳川放水路問題に関し、円卓会議

への不参加を北海道に回答

自然観察会(ウ トナイ湖周辺)

参加者35名

臨時常務理事会

通常総会

1997年6月

1日 自然観察会(小 樽)参 加者29名

7日 自然環境110番

8日 北海道自然保護連合代表者会議

「士幌高原道路」三者連絡協議会

13～15日 自然観察指導員講習会(帯 広市)頓

参加者57名

19日 第4回 「ナキウサギ裁判」

士幌高原道路建設反対街頭署名運動

(札幌市)

23日 拡大常務理事会

lNEWS℃UP

千歳川放水路計画をめぐる動き

●6月1日 北海道自然保護協会は、5月

31日、札幌で開いた総会 で、「千歳川放

水路計画を白紙撤回 し、他の方法 による

治水対策 を求める決議」 を採択 した。

「円卓会議が開かれて も過去の蒸 し返 し

で合意への展開は開けない」とも指摘。

(道新、朝 日)

●7月8日 こう着 している千歳川放水路

計画について、北條道開発局長は、7日 、

来年度の予算請求を一部断念 した。

(朝 日)

ダムをめぐる動き

●6月24日 宗谷管内歌登町大 曲地区で

1992年 度から進められている 「歌登中央

地区国営かんがい排水事業」について、

深井歌登町長は23日 、ダム建設による事

業実施を断念する考えを表明 した。

(道新)

●6月27日 宗谷管内猿払村村長は、同村

内で計画されているダム建設による国営

かんがい排水事業について、「農家や村

の負担が重 くなるなら再考が必要」との

べ、事業の見直 しを道開発庁などに求め

る可能性 を示唆 した。(道 新)

士幌高原道路 をめぐる動 き

●6月27日 堀達也知事は、道庁で士幌町

長と合い、士幌高原道路 を 「時のアセス

メント(時 代の変化を踏 まえた事業 ・政

策の再評価)の 対象事業に入れたい」 と

伝えた。

元 会 員 が提 起 した裁 判 につ い て

久保喜一元会員が 、 当協 会 を被告 と し、NC

HOKKAIDO(本 紙)90号(1995年3月 発行)

に掲載 された記事が名誉棄損にあた るとして慰謝料

支払い請求 を求めていた裁判で、札幌高裁は、6月

26日 、久保元会員の請求 を棄却 した第1審 判決 を支

持 し、控訴棄却 としました。

同元会員が提起 していた除名無効確認訴訟は、本

年1月21日 、札幌地裁で除名 を有効 とす る判決が下

されてお り、控訴が なかったために確定 しています。
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シリーズ ・気になる木の話

ア ラ ス カ の 森

相川 謙二郎

アラスカ ・アンカレッジ郊外の山中にキャビン

生活35年 の旧い友 よりの最近の便 り。林務官を辞

めてからは冬の寒 さを避け中米の海の家を借 り春

を待っている。「4月 末帰って雪に埋 った我が家

と燃料の薪を堀 り出すのは大変な仕事。林の奥か

ら空腹のムースが薪の小枝と葉を求めて毎日訪れ

る。ムースと熊と人間の鉢合わせ も珍 しくない。

今年は熊が多 くみ られ、不幸な人身事故 もよく聞

かれる。昨日は入浴 している室から僅か30ヤ ー ド

の井戸の囲 りにムースが1時 間以 ヒもうろついて

いた。」と、アラスカ内陸の白樺 ・アスペ ン主体

スプルースとの混交林における野生生活を画いて

きた。

この内陸林は州有林だが、アラスカの森の登か

さは太平洋岸沿いの二つの国有林一スプルース ・

ヘムロックの 次 林が占める大針葉樹林にある。

特に春材/秋 材の細胞膜 ヒの季節的変化のみせる

鮮やかな色のコントラス トと寒 さのための木理幅

のち密 さがシ トカ ・スプルースの銘木的評価を高

めた。メキシコ暖流の北 ヒが与 える豊富な雨量 と

温暖の恩恵である。アラスカはロシアより買収の

49番 目の州。金鉱発見、国鉄敷設、北極海の大油

田発見と太平洋岸まで800哩 のパイプ ・ライン建

設と開発がすすめられたが、地下または地 ヒ高 く

スプルース角材を組んだや ぐら上のパ イプで野生

動物の世界が保たれている。マッキンレーの山す

そのブラック ・スプルースは僅か数吋の直径であ

るが何 百年 もの年輪を重ねた時間超越の疎材を形

成している。(小 樽市在住)

一■■■■■□■■■■圏口■■■8■ ■■■屠■■8■ ■疇■1雷 ■■■■■■■8量 薗騒■■■■■■嗜■■6■ ■■■■■■■■圏謄一巳圏■口■口■●層■80■ ■圓璽置層腫匿層塵雷■80匿 腫口■■■Ol

ウ トナイ湖の観察会に参加し

安 河 内 佳 乃

5月25日 の[曜 日、 ウ トナ イ湖 で の 「夏 鳥 と植

物 観 察 会」 に 参 加 させ て 頂 き ま した 。 わた しの 目

指 した もの は まず 夏 鳥 で した 。 これ が ま だ生 涯 で

二 度 目の バ ー ドウ ォ ッチ ング体 験 で した 。

歩 き始 め て10分 ほ どで 、初 め て 自分 で何 や ら鳥

を発 見 しま した 。 ア オ ジ で した 。 そ の後 、 ア オ ジ

は よ く見 ら れ る 鳥 だ と聞 きま した が 、 そ の 時 ・人

で興 奮 した こ と は忘 れ られ ませ ん 。 他 に も ノ ビ タ

キ の胸 の きれ い な赤 、 ア オサ ギ が す ら りと した 肢

体 とは 反対 に 間抜 け な 顔 で ポ ー ッ と立 っ て る 姿 、

オ オ ジ シ ギ の うる さい 羽 音 … ・。 バ ー ドウ ォ ッチ

ン グの 感動 は と もか く、 こん な生 き物 と 共存 して

い た ん だ!と い う驚 きで す 。 何 を 見て も驚 きの 連

続 で した 。

また新 参者 に も関 わ らず 親 切 に して ドさっ た 皆

さん 、 あ りが と う ご ざい ま した 。 鳥 や 植 物 の こ と

を教 え て 頂 い た だ け で な く、セ ー ター を貸 して.頂

い た り、鳥 の羽 を頂 い た り、そ して最後 の コー ヒー。

鳥 との 出 会 い も さ なが ら 、 人 との 出会 い も と っ て

も温 か い もの が あ りま した。 今 回参 加 して 鳥 の 世

界 の 奥 深 さ(恐 ろ し さ?)を 知 り ま した 。 ま た ど

こ か でお 会 いす る こ とが あ る か も知 れ ませ ん 。 そ

の 時 は また よろ し くお 願 い し ます 。(千 歳市在 住)
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第3回 公判は4月24日 午前11時 から札幌地裁で

開かれました。前回公判から傍聴席が制限(66席)

され抽選になりました。事前に原告弁護団が傍聴

席の確保を要請した結果、記者席14席 の開放が実

現 しました。裁判の内容は、市川弁護士が士幌高

原道路予定地の全体像をスライド、8ミ リフィル

ムを活用して説明 しました。道路予定地の自然景

観、地形、地質、動植物等の生息生育地が特異、

特殊であることがより鮮明にされ、道路計画がい

かに無謀な計画であるかが明らかにされました。

6月19日 の第4回 公判に先立ち、大通公園で道

路建設反対署名を行ない、372人 の署名を集めま

した。

第4回 公判は午後3時50分 か ら開かれ、及川原

告が本件道路の違法性を明らかにし、被告主張の

嬰 墓 霧 な ど

■1997年4月16日 北海道知事宛

千歳川放水路問題に関する緊急要望書

(4団 体共同)

■1997年4月24日 北海道知事宛

士幌高原道路計画を抜本的に白紙撤回すること

の申し入れ書(3団 体共同)

■1997年5月31日

「千歳川放水路計画を白紙撤回し他の方法によ

る治水対策を求める決議」を総会にて採択

■1997年6月19日

環境庁長官、文部大臣、北海道知事宛

大雪山国立公園の自然保護対策を強化 し世界遺

産 とする要望書(3団 体共同)
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道路の必要性の根拠について逐一反論 し、必要の

ない道路であることを述べました。

前回に引き続き、法廷では異例とも言えるナキ

ウサギの生態ビデオ 『ナキウサギの世界 』(ナ キ

ウサギふあん くらぶ製作)が 大型テ レビ2台 に流

されました。

裁判官はもちろん被告側道職員も食い入るよう

に見ていたのが印象的で した。

また、裁判官による道路建設予定地検証が10月

9日(木)に 決まりました。

次回公判は、8月28日(木)午 前10時 札幌地裁

第3号 法廷で開かれます。被告側より原告への反

証、認否を問 うこととなっています。なお一一一層多

くの方の傍聴を期待 してお ります。

翻 会 漁 紹 介 、

96・12・21～97・5・31現在

【A会員】佐藤 政雄 加藤 芳行 樋口 実

沢部 勝 栗原 哲 高橋 武俊

村本 美香 日野浦 弘 鶴間 松彦

湊谷たえ子 前田菜穂子 吉成 才丈

宗岡 寿美 佐藤 佑一 森田新一郎

五十嵐敏彦 北道 米雄 湯浅 みや

林 純二 三宅 アサ 中本 陽三

明宮 伸子 冨岡 幸子 柿崎 淳

冨田 善嗣 門沢 健也 湊 厚子

細川 修

【B会員】中本 伸二

【学生会員】小島 望 竹中 健

【団体会員】㈱環境指標生物札幌支社

寄 購

ヒグマ ・エゾシカ生息実態調査報告書m

北海道環境科学研究センター

ワイル ドライフ ・レポー トNd17

自然ウォッチングセンター

北海道の湿原の変遷と現状の解析

(財)自然保護助成基金

上士幌町ひが し大雪博物館研究報告第19号

上士幌町ひが し大雪博物館
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*お 知らせコーナー*

r自 然保護学校 」開校 のお知 らせ

詳細は次号NC100号 に掲載致 しますが大まか

な内容 をお知らせ します。

自然保護の考え方を整理 し、自然保護の意義に
ついて考えられるような連続講座を行う予定です。

内 容

1)10月 より翌年1月 まで、月2回 計8回

(6回 以上出席者には修了証を授与)

2)講 師 協会理事、各テーマの専門家、

研究者

3)定 員予定40名

4)参 加 費 未定(会 員の方は割引有 り)

5)場 所は 「かでる2・7」 の予定

自然観察会のお知らせ

「身近かな森の自然観察」

北広島市西の里公園で西の里原始林の鳥 ・虫 ・

花の観察を行います。

日 時7月20日(日)10:00～12:00

持 参 双眼鏡、あればルーペ、図鑑

集合場所10:00西 の里公園前

第4回 夏休み 自然観察記録

コ ンクールのご案内

当協会では例年、道内に在住する小学生を対象

に 「夏休み中に身の回りの自然をよく見て作文や

絵に詳 しくかいてみよう」をテーマに作品を募集

してお ります。

内 容

1)作 文用紙は自由な規格

2)絵 は画材、用紙、大 きさは自由

3)9月10日(水)ま でに当協会必着

4)審 査の結果

金、銀、銅賞、佳作 とそれぞれ副賞が出され

ます。

※ 詳 しくは協会事務局にお問い合せ ください。

「早秋の革花を見つけよう」

札幌市手稲区星置の滝周辺で花や木の実の観察

を行います。

日 時9月13日(土)10:00～12:00

持 参 双眼鏡、あればルーペ、図鑑

集合場所10:00星 置の滝バス停前

以上の お問 い合 せ ・申'し込 みは

(社)北 海道 自然保護協会

札幌市中央区北3条11丁i目 加森 ビル5・6F

TEL・FAX(011)251-5465ま で

会費納入のお願い
会費納入については日頃御協力をいただいておりますが、本年度の納入状況が

例年に比べ大変悪 く苦慮 しております。

未納の方は至急納入下さいますようお願いいたします。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員

団体会員1口

〔会費納入方法 〕

2,000円

15,000円

郵便振替 ロ座02710-7-4055

北海道拓殖銀行本店(普 通)017259

北 海 道 銀 行 太 店(善 涌)101444

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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